
２．　本年度重点的に取り組む目標や計画

１．園の教育・保育理念　教育・保育目標

３．　評価項目の達成及び取組状況

評価項目 取組内容 自己評価 評価

　　未来に生きる子ども達に、健康な体とたくましい
　精神力、自主性と創造性のある生き方のできる基礎
　を培い、将来、手を繋ぎ合って平和な国際社会を創
　り上げていく人間に成長することを願っています。
　　その為に自然の中で、子ども達が仲間と一緒に、
　伸び伸びと健康で明るく生活できる、より良い環境
　を作っていくことを心掛けています。

～　教育・保育目標　～

　１） 丈夫で元気な子

　２） 自然に親しむ子

　３） 友だちと仲良く遊べる子

　４） よく考えて行動する子

　５） 最後までがんばる子

～本園の教育・保育理念～

　北竜台ふたば文化は子ども達の楽園です。

　楽しくなければこども園ではない！

　たくましく　大地に根をはれ　ふたばっこ

２０２２年度　自己評価・施設関係者評価報告書

認定こども園　北竜台ふたば文化

２０２３年　４月

『夢中で遊ぶ子！ふたばっこ！』

　　子ども達一人ひとりが、主体的に、夢中になって遊べるように、計画をたて、環境作り
　などに努めていった。また、日常も、行事も主体的になる保育をするために、学年ごと
　にねらい、計画をたて、研究し、学期ごとに反省を行った。

　・教育保育課程、理念の
　　実現に向けた各種計画
　　の作成。
　
　・今の子ども達の姿に応じ
　　た計画の作成｡
　
　・各クラスの運営の成果
　　と課題。
　
　・教育保育課程の見直し

　・理念の実現に向けて、年間計画を作成
　　し、そこから月間、週、日々の計画を
　　作成し、日々の保育にあたった。
　・各学期ごとに、子ども達の様子や、
　　遊びを振り返り、反省し、課題を見つ
　　けだすことが出来た。その課題をすぐ
　　年間計画の変更に繋げ、今の子ども達
　　の姿に応じた計画の作成を行うことが
　　出来た。
　・コロナ禍での外出制限などで、園以外
　　の場において同年齢や、近い年齢の子
　　ども同士の関わりが減少してしまって
　　いることも考え、教育・保育課程の見
　　直しも検討していく。

A
教育保育課程

を基に指導計画
の改善及び実践



※３・４の評価結果の表示方法
A B
C D

安全に対する
意識を強める

・各種安全マニュアルの
　見直し。

・総合的な安全計画の作成。

・様々な状況を想定しての
　避難訓練の実施。

・安全点検

・安全計画、マニュアルの
　活用。

・バス運行の子ども達の安全
　の再確認と、徹底。

・異常気象や、日々の事件・事故事案を
　考慮し、各種マニュアルの見直しを
　行った。
・各種マニュアルとして点在していた
　ものを１つにまとめ、そこに不足を
　感じたものは改訂し、安全計画を作成
　した。
・月毎に安全点検を行い、危険個所がな
　いように努めた。定期的な点検以外に
　も気付いたらすぐ報告することで、
　遊具等の破損や、破損によるケガは
　無かった。
・バスの置き去り事故や、保育士の虐待
　のニュースを受け、職員一同安全を再
　確認し、より安全に意識できるよう
　徹底した。

A

本年度重点的に
取り組む目標や

計画

・主体的に、夢中になって
　遊べる計画、環境作り。

・日常も、行事も主体的に
　なる保育をするための
　計画と、実践。

・日常の遊びの中に、行事に繋がる遊び
（お店屋さんごっこ、リレー、表現遊び
　など）を取り入れたことで、行事を
　最終目標にすることなく、日々の遊び
　を楽しむ中で盛り上がっていくことが
　出来た。
・継続して遊んだことで、最初は参加
　できなかったり、興味がなかった子
　も、楽しく参加する姿が見られた。
・日々の生活のことを遊びを通して体験
　していくことが出来た。
例）・お店屋さんで配膳を楽しんだこと
　　　で、給食の配膳も上手になった。
　　・劇ごっこ、表現遊びも長い期間楽し
　　　んだことで様々な役、場面を楽しむ
　　　ことが出来た。

A

家庭との連携

・コロナ下での行事の在り方、
　参加方法の検討。

・子ども達の様子の動画配信。

・キッズビューの導入。

・新型コロナウイルス感染防止から、行
　事の在り方、保護者の参加方法を検討
　した。子ども達が最大限に楽しめるこ
　とを第一として、その中で子ども達の
　様子を保護者の方とどのように共有す
　ることが良いのか職員間で綿密に話し
　合いを行った。
・日々の保育の様子を動画配信すること
　で、子ども達の様子を少しでも保護者
　の方と共有し、共感できる機会を増や
　すことが出来た。
・アプリを導入し、配布物の一部を送信
　にした。また、身体測定の結果や、
　各種検診の結果もアプリで行っていく。

B

４．総合的な評価・結果
結果 理由

A

・行事と、保育を分けることなく進められたことで、継続して遊び込む楽しさを子ども達と
　一緒に体験することが出来た。遊びが充実し、継続したことで、遊びの中から園生活の身
　支度を学んだり、年間通してお店屋さんごっこを進められたことで、思う存分遊ぶことが
　でき、子ども達自身で遊びを展開する事が出来た。
　お店屋さんごっこを通して年少児が、年中長クラスに緊張することなく遊びに行けるよ
　うになり、異年齢交流も深まった。そこからリクエスト献立にも繋がり、食育にも繋がっ
　ていった。
・新型コロナウイルス感染防止の為、保護者の方の来園を控えてもらったり、制限が多い一年
　だった。その中で、子ども達にとって何が一番か、どうすれば保護者の方と最も良い方法で
　共有する事ができるのか、職員間で何回も話し合い保育を進めることが出来た。

達成されている十分に達成されている
取り組まれているが、成果は十分ではない 取り組みが不十分である



上記内容について、施設評価員として２０２２年度父母の会　会長　副会長（２名）　に評価を頂きました。

1.施設について
・園庭が大変広く、遊具の安全にも配慮され、子ども達が安全にのびのびと遊べる環境が提供され
　ています。
・どの遊具も子ども達が夢中になり、心身の発達を促すのに適しています。
・囲いがないのは、開放的で良いという一方で、外部の人が入りやすい状況は防犯面からの不安も
　あります。緊急時対応マニュアルの周知などがあれば、たくさんの保護者が安心して子どもを
　お願いできるかと思います。
 
2.行事について
・コロナ禍の困難な状況でありながら、安全配慮とのバランスを取り、様々な行事が実施された
　ことは、子ども達の発達にとって大変有益でした。その時々でできる範囲の最大限の活動が実施
　されました。
・その様子をネット配信して下さったのは、コロナ禍において、園での子どもの様子を知る貴重な
　機会になり、大変助かったとの声が多く聞かれました。
　先生のナレーションで、活動の意味やねらいを自然に理解することができました。
・大地踊りに関して、誰でもデジタルデータとして手元に映像が残せるようになった現在の状況
　では、衣装やランニングを着用した方が良いのでは、という声が多くなっています。
 
3.職員について
・ひとりひとりの園児の特性に合わせた対応をして下さっています。連絡帳もお忙しい中、丁寧に
　対応してくださっています。今後、デジタル化が進むと、先生方の業務がスムーズになり、保護
　者も気軽に園児の様子を尋ねられるかと思います。
・強制をせず、子ども達が自ら取り組みたいと思う作業、それぞれが得意な活動を提供することが
　出来ており、自発性、自尊感情を高めながら成長する教育がなされています。
・集団生活のため、靴の脱ぎ方や給食を時間内に食べるなどの細やかな指導もあり、小学校生活に
　入るときもスムーズに適応できます。
・担任以外の先生も全員、よく子どものことを知って下さっているので、大変安心です。
　バスの先生も送迎時の園児の様子に、臨機応変に対応されます。
・子ども同士のトラブルがあった際も、子どもを信頼し、自らが持つ解決能力を育てる姿勢で見守
　られます。過剰な助けはせず、必要な時に介入があります。
・ホームクラスでは毎回、お迎えの際にどのように遊んでいたか、の一言があり、園との信頼関係
　を持ちやすく、子どもの様子も良くわかりました。子どもの体調にも気遣われながら、思いっき
　り活動を楽しむことが出来ていました。
・時に、子どもの名前を呼び捨てで呼ばれていることがあり、驚いている保護者もいました。

６．父母の会からの評価

５．今後取り組むべき課題
課題 具体的な取り組み方法

行事の見直し
　コロナウイルスの５類引き下げに伴い、生活様式が変化す
　る。元に戻るのではなく、より良く園生活が送れるように、
　日々の保育、行事を見直していく。

子ども達の生活様式の変化

　コロナウイルス感染拡大防止の為、様々な場面で制限を
　受けていた。入園前の子ども達の経験、人との関わりが
　保護者も含め変化していると考えられる。
　もう一度理念に立ち返り、今の子ども達の姿に応じた園生
　活、遊びの見直しを行っていく。
　その中で、教育保育課程の見直しにも繋げていく。

教職員研修テーマ

チャレンジ！ふたばっこ！
～楽しい！を見つけよう～

　昨年度までも表現遊びや、ごっこ遊び、戸外での集団遊び
　などの充実に努めてきたが、今年度はさらに、新しいこと
　を遊びや活動の中に取り入れチャレンジしていきたい。
　そのため表現遊び、ごっこ遊び、戸外での集団遊び、探索
　遊びの４つのグループに分かれて、ねらい・計画を立て、
　保育を研究していく。



4.その他
・給食は大変美味しく、子ども達に評判がとても良いです。給食のおかげで、量をたくさん食べ
　られるようになったと言う声もありました。味だけではなく季節や行事に合わせたものも取り
　入れられていて、献立を見ると、どの子にも食べやすいものをとの配慮を感じました。
　ホームクラスのおやつも大変健康的で、好ましいです。
・保護者の活動（サークルや行事の手伝い）に、場所や多くの機会の提供がありました。
　保護者同士が楽しく交流を持つことができ、自身の世界に閉じこもることなく、のびのびと子育
　てできる環境になっています。また、園と保護者との共同での活動を通して、信頼関係を作る
　ことができました。
・どんな環境や状況にも適応できる「たくましさ」を育てようとすると、危険やトラブルを先に
　排除してしまう時代の流れに沿うことが、なかなか難しい場面があるかと思います。
　守りながら、強く育てるというバランスが現在は大変素晴らしく取れています。

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2022年度　父母の会会長

 
・長く続いたコロナ禍でも、先生方は常に「今子どもたちのために出来ること」を考えてくださ
　いました。
・園の中は今まで通りののびのびとしたふたばっこの姿がありました。
・子ども達は毎日裸足で駆け回り、泥だらけになりながら、四季を感じられる豊かな環境の中に
　身を置き、心も身体も大きく育っていると感じます。広い心で見守り、一人一人に寄り添い、
　認めてくださっているからこそ、その姿を見ることが出来るのだと思います。
　このような環境を整えてくださっていること、本当に嬉しく、感謝の気持ちでいっぱいです。
・先生方はいつも明るく元気で、変わらない笑顔で子どもたちの思いを受け止めてくださいます。
・普段、見逃してしまうような小さなことにも気づき、連絡帳に書いてくださるエピソードは
　いつもあたたかく、毎回子どもと一緒に楽しく読ませていただいています。
　連絡帳は、先生との交換日記のような・・・卒園した後も捨てられない、大切な宝物です。
・また、制限がある中でも、どの行事も「子ども達が楽しめること」を第一に考え計画してくだ
　さいました。特に夏祭りにおいては、たくさんのアイデアや発想を取り入れた、子ども達主体
　のお店屋さんごっこを経験させていただきました。
　遠足や餅つき、豆まきなど、保護者が園に足を運べない中でも、動画配信を通して楽しむ子ども
　達の様子を知ることが出来ました。
・新しく導入されたアプリもとても使いやすく、身体測定の結果を知りたい。という保護者からの
　声にも応えていただけてとても良いと思います。
・絵本作家さんをお呼びしてのイベントでは、野菜スタンプを使っての制作時に給食さんにも協力
　していただき、食育につながる活動に園全体で取り組んでいただけてとても嬉しかったです。
・子ども達は園の給食が大好きです。毎日の献立やリクエスト給食はもちろん、夏に園の畑で採れ
　たインゲン豆を調理してもらって食べたこと、秋には焼き芋をみんなで焼いたこと。ふたばっ子
　の元気の源は、給食さんが作ってくれるおいしいおいしい給食です。

・役員として園と関わると、先生方子ども達への思いがとっても伝わってきて、改めて素敵な園だ
　なと思えた一年でした。
・運動会では、おおらかな雰囲気の中で、伸び伸びとした子ども達の姿がとっても可愛かったです。
・作品展では個性豊かな作品が本当に素敵だったし、発表会は、一生懸命な子ども達の姿にただ
　ただ感動しました。
・私達保護者は行事ではほんの一部の時間しか見られませんが、限られた時間でも子ども達の様子
　を見ていると、行事の為ではなく、日々の保育を一番大事にしてくださっていることがたくさん
　伝わってきました。子どもの目線でいてくれていた事が、何よりありがたかったです。
・コロナ禍で色々な規制があった中、いつも笑顔で最大限楽しませてくれた先生方には感謝の気持
　ちでいっぱいです。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2022年父母の会　副会長

　
　
　以上のような評価をいただきました。今回いただいた温かいお言葉を胸に、職員一同気持ちを一つ
　にし、より良い園になる様全力で努めてまいります。


